
 

 

 

 

 

 

 

  

 

部活動改革の背景 
 令和４年１２月、スポーツ庁並びに文化庁が、「学校部活動及び新たな地域ク

ラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を策定し、休日の学校部

活動の段階的な地域移行・連携を図り、環境を整備し、少子化の中でも将来に

わたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確

保するための方針を示したことから、全国の自治体で「部活動地域移行」の取

組が進められています。 

 

学校部活動の「地域移行」とは 
 学校教育の一環として行われてきた中学校の部活動を、地域クラブ活動（地

域の文化・スポーツ団体、民間企業、競技団体など）に移行する改革のことを

いいます。 

 国は、休日における部活動の段階的な地域移行を進めていくことを基本とし、

地域の実情等に応じて可能な限り早期の実現を目指すこととしています。 

 

なぜ、「地域移行」するのか 
 学校部活動は、生徒の多様な学びや活躍の場として、大きな役割を担ってき

ましたが、 

・生徒数の減少による廃部や休部、活動の縮小 

・教員の長時間勤務の要因や指導経験のない教員の負担 

などが課題となっており、これまでの活動を維持していくことが困難になるこ

とが予想されるため、部活動の地域移行を進めていくことになりました。 

 

 

 

 

 

 

本町においても、生徒にスポーツや文化芸術に親しむ機会を確保するととも

に、学校の働き方改革を推進するために、学校の部活動を段階的に地域に移行

したいと考えています。 

 



 

  

 

 

令和５年度から、スポーツ団体や文化団体の代表者、学校や保護者の代表者

等によって構成される「山元町学校部活動地域移行検討協議会」を立ち上げ、

これまで３回の会議を行い、本町における部活動の地域移行の在り方を協議し

てきました。 

 今後、生徒や保護者の皆様のご意見をいただき、今後の取組の参考とするた

めに、以下のようにアンケートの実施を予定しています。ご協力をお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施時期：９月中旬 

実施対象：【生 徒】中学１年生～中学２年生 

【保護者】小学４年生～小学６年生の保護者 

       中学１年生～中学２年生の保護者 

【教 員】山元中学校の教員 

 

Ｑ 学校部活動と地域クラブ活動の主な違いは何ですか？ 
Ａ 下の表のようになります。（宮城県部活動地域移行説明資料から抜粋） 

 学校部活動 地域クラブ活動 
運営 学校 地域の文化・スポーツ団体等  
指導者 教員・部活動指導員 地域の指導者等 
活動場所 学校施設 社会教育施設・学校施設 
活動単位 学校単位 単一学校に限らない 
保険 学校の保険 一般の保険等 

 
Ｑ どのように地域移行を進めていくのですか？ 
Ａ 町としては、新たな取組であることから、生徒や保護者、学校等のご

意見をいただきながら準備を進め、条件整備が整った部活動から移行
したいと考えています。  

Ｑ 休日だけ地域移行するのですか？ 
Ａ 将来的には、平日を含めた地域移行を目指しますが、まずは、休日の

地域移行から推進し、平日の地域移行にも取り組みます。  
Ｑ 学校の先生は指導しないのですか？ 
Ａ 先生方の中には、専門的な知識や指導経験があり、地域移行後におい

ても指導を希望する方もいることから、地域の子どもたちのため指導
力を発揮できるようにしていきます。  

Ｑ 活動の費用はどうなるのですか？ 
Ａ 国のガイドラインでは、受益者負担を想定していますが、具体的な費

用負担については、今後、町で検討していきます。 


